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計を行い，圧縮・引張ともに許容値内に収まることを確 

認している (図－４) ．なお，床版の設計は分割された 

床版各々及び一体化後の床版ともに全断面の床版と同様 

に拘束条件を固定及びピンローラーの２ケースで設計・ 

検討を行った． 

また，分割した床版各々をプレテンションＰＣ床版と 

して製作することで，従前必要であった補助縦桁の架設 

が不要となることから，死荷重増の助長をすることなく 

半断面床版取替を実施可能となる．また以後の維持管理       図－５ 床版下面構造 

が容易な構造とすることが可能となった（図－５）．縦 

桁を設置せずＰＣケーブルにより緊張する新たな工法 

は高速道路３社，高速道路総合研究所等による特許出願 

中である。 

半断面床版取替の最も重要となる１期・２期床版の接 

合部の設計は、過去の疲労試験１）で耐久性を確認した条 

件と同等となるよう床版接合目地部に 1N/mm2 のストレ 

ス量を導入するよう設計した．さらに，現場施工レベル 

で耐久性を確実に確保すべく，継ぎ目はコンクリートス 

ラブキー＋横締めプレストレスの導入によりせん断力等 

に抵抗するよう設計した．また，架設用のガイドキーを 

非金属製とすることで万が一の目地部への漏水による耐 

久性の低下を防いだ（図－６）．                  図－６ 床版接合断面 

 半断面床版取替工事は，車線規制での床版取替となる 

ことから全断面床版取替で使用する大型のクレーンは使 

用できない．よって，本工事では門型の架設機を製作し 

床版の取替工事を行った．施工に先立ち門型クレーンを 

含む施工時荷重の照査を行った (図－７) ． 

３．今後の課題 

 今回の床版取替工事は，高速道路橋における半断面床 

版取替工事の試行工事として行ったため，延長床版の施 

工は中国支社管内で一般的に行っている全断面で行って    図－７ 架設時荷重モーメント図 

いる．延長床版の施工は，桁端部の漏水対策を主に目的 

として行っているが，半断面床版取替での延長床版設置方法の検討は今後の課題である． 

 本文が今後実施される床版取替工事の一助となれば幸いである． 
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